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（通常の）Ia型超新星と偏光

チャンドラセカール限界質量に(ほぼ)達した白色矮星
における熱核暴走→個体差が少ない→標準光源

Single Degenerate Double Degenerate

質量輸送 白色矮星同士の衝突

白色矮星

偏光観測： 光球面（～爆発による放出）が球対称か
どうかのプローブ

これまでのIa型超新星の偏光観測

→連続光の偏光は~0.3%以下 →爆発は球対称

（吸収線部は0.5-1.5%の偏光 → 元素分布は非軸対称）
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Ia型超新星のカラーと系外銀河の星間吸収

カラーが赤いIa型超新星 mildly/highly-reddened SNe Ia

→ 吸収量から導出されるRV値(=AV/EB-V)が小さい

1.3 – 2.6 (Phillip+ 2013） ⇔  ~3.1 (我々の銀河)

この特異な吸収の起源は？

超新星そのもののカラーの固有差？
 （爆発が速いものほど赤い Foley & Kasen 2011）

星周ダスト？ （特異なダスト or 多重散乱 Goober 2008など）

母銀河の星間ダスト？ （特異なダスト？）

そもそも我々が知っている系外銀河の星間吸収
（ダスト）の情報は依然限られている。
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本研究の目的

• 強い赤化を受けたIa型超新星の連続観測

（可視～近赤外測光・分光・偏光）

• Ia型超新星を無偏光光源として利用
※過去に強い赤化（EB-V>0.5mag）を受けた超新星 で偏光観測が行われ
た例は3例（近赤外まで含めると1例） SNe 1986G, 2006X, 2008fp のみ

近傍での新たな観測（高精度・長期間）

→ 赤化の原因の特定

→ 我々の銀河の星間偏光との比較

星間／星周ダストの性質
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超新星 SN 2014J

• Jan 21.805(UT) 発見

（爆発から約一週間後）

• 母銀河 M82（d~4Mpc）

• この四半世紀で最も近く
に現れたIa型

M82銀河とSN 2014J （板垣氏撮影; Zheng+ 2014）

Jan 14.56 Jan 15.57 Jan 20.62

強い赤化（EB-V~1.3）
→ 赤化の原因／星周・星間ダストの研究の好対象
先行研究： 増光期光度曲線モデル（Goobar+ 2014; Zheng+ 2014）,
親星システム（Kelly+ 2014）、系外銀河の星間物質・星周物質（Amanullar+ 
2014; Foley+ 2014; Welty+2014; Patat+ 2014; Telesco+ 2014）

SN 1986G：4Mpc, 2006X：16Mpc、2008fp：26Mpc
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観測

広島大学1.5mかなた望遠鏡 ＋ HONIR / HOWPol
可視近赤外測光(BVRI-JHK)・分光、及び偏光撮像
Jan 22 – mid March （偏光観測は5晩）

ちょうどHONIRの偏光モードが立ち上がったところだった

HOWPol HONIR

国立天文台岡山 0.5m+MITSuME(g’RI)
国立天文台岡山 1.88m+ISLE(JHK)
大阪教育大学0.51m+CCD(BVRI)

+
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光度曲線
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光度曲線やカラーは
通常のIa型
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スペクトル
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偏光１

Serkowski-law fit (K=1.15 fixed)
λmax=0.23µm, pmax=8.5%

Serkowski+

λmax=0.23µm, Serkowski+
Wilking-law fit

λmax=0.68µm, pmax=5.2%

Wilking-law fit
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青側ほど偏光度が
高くなる波長依存性

（Bバンド 4.8%）

偏光方位角は波長
によらず一定
（dust lane方向）

５晩で実質的な
変化なし
（-11d～+33d）
Na I D線にも変化
なし
→ 星間ダスト起源

(Ohyama+ 2002)
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天の川銀河（ＭＷ）の星間偏光の可能性は…

無し

全天偏光カタログより
10°以内の恒星の偏光
ベクトルをプロット
Heiles (2000)
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偏光２： 近赤外域
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可視光も含め、inverse-power law で合う
（For MW β=1.5-2.0, Nagata+ 1990 など）



12

星間偏光: 経験則

• Serkowski law

• Wilking law

• Serkowski-Whittet law

• Mie theory (for cylindrical grain)
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Serkowski+ (1975)Whittet+ (1992)

Wilking law Serkowski-Whittet law
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議論: M82の星間ダストの性質
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他の強い赤化を受けたIa型超新星の偏光観測

SN 2006X (Patat+ 2009)SN 1986G (Hough+ 1987)
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